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2《）．Gated　Scintiphotographyに於ける左室容量

　　測定値と検出方向との関係
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　シンチカメラ，VTR，心拍連動装置を組み合せ

た‘‘gated　scintillation　angiocardiography”につい

ては，第12，13本学会総会に報告して来たが，

今回は，検出方向と左室諸容量との関係について，

検討し若干の知見を得たので報告する．シンチカ

メラはPho／Gamma　HP，高分解平行穴コリ〃

一 を使用し，虚血性心疾患4例，高血圧3例，心

房粗動1例，AS　1例，心膜炎1例，合計10例

の患者を30分以内にLAO，　RAOの2方向にて
‘‘

gated　scintiphotgraphy”を行い，それぞれの方

向のRI　imageよりGreensの式にて左室諸量を

求め比較検討した．更に上記の疾患を含め10数

例の患者について，同一患者ではないが，LAO，

RAO，　Lateral，　LPO等の各方向で“9ated　scinti－

photography”を行い，各検出方向によるRI　image

の特長等を検討した．

　結果として，同一患者におけるEDV，　ENV，　SV

に関して，RAOの方がやや多目に算出された．

EFについては，ほぼ一致した値が得られた．又

projectionによるRI　imageの特長については，

RAO，　LPOは長軸とコリメータが平行であるが，

RAOは，コリメータと胸壁が離れ，ボケの拡大

率が多くなり又両者共右室，肺の影響を受け易い．

Lateral，　LAOは，長軸をunderestimateしやすい

欠点がある．したがって，LPOが，右室及び左房

との分離がやや困難であるが，RAOの特長であ

る長軸がコリメータと平行である点と，RAOの

欠点である距離によるボケとcount　lossを少くす

る利点の為，Scintiphotographyによる容量算出

にはLPOが有力であることを示唆した．

21．169Yb，167Tm，67Gaおよび1111nの炎症巣へ

　　の取込み（マクロオートラジオゲラフ法を用

　　いて）
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　目的：16gYb，16？Tm，67Gaおよび1111nは悪性

腫瘍へ集積することはよく知られているが，炎症

巣へも集積することが知られている．本研究はこ

れらの事実をマクロオートラジナグラフ法により，

確かめるために行なった．

　方法：ラットの背部皮下にクロトンオイルO．1

m1を注射し，48時間後にその部分を炎症部とし

て使用した．このラットに169Yb－citrate，167Tm－

citrate，67Ga－citrateおよびililn－citrateを各々20

～50μCi静注し，静注24時間後に炎症部を摘出

した．－70°Cのドライアイスアセトン浴で冷却

した〃一ヘキサン中に，この摘出した炎症部を浸し

て凍結し，－20°Cのクリオスタット中で10ミク

ロンの厚さの切片を数枚連続して作成した．この

片切の一枚はそのままX線フィルムに密着させて

オートラジナグラムを作成し，次の一枚はヘマト

キシリン・エオジンの重染色，その次の一枚はヘ

マトキシリンの単独染色，更にその次の一枚はエ

ナジンの単独染色を行ない，これらの染色した片

切を肉眼及び顕微鏡で観察してナートラジオグラ

ムの黒化個所と比較した．

　結果とまとめ：肉眼的にエオジンで赤く染色さ

れている所は筋肉層で，ヘマトキシリンで青く染

色されている所は多核白血球の集積しているとこ

ろであったが，16gYb，167Tm，67Gaによりフィル

ムが黒化されている個所は多核白血球の集積して

いる個所とよく一致し，筋肉層よりもはるかに多

く集積していた．1111nについては多核白血球の

集積個所と断定できず，さらに検討を進めている．
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